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近
藤
�

農業委員会委員とし
て農地の利用集積
や、地域農業の後継
者対策を行うなど、
本市の農業振興に大
きく貢献しました。

秋
田
市
功
労
者
を
表
彰

７
月
12
日
「
市
の
記
念
日
式
典
」

内
藤
徹

市公害対策審議会と環
境審議会の委員とし
て、法律の専門家の立
場から条例の制定に適
切な助言をするなど環
境施策の推進に大きく
貢献しました。

七
月
十
二
日
は
「
市
の
記
念
日
」
で
す
。
明
治
二
十

二
年
七
月
十
二
日
に
秋
田
市
役
所
が
開
庁
し
た
こ
と
に

ち
な
み
、
昭
和
三
年
に
制
定
し
ま
し
た
。

七
月
十
二
日
(木)
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
、
文
化
会
館

で
市
の
記
念
日
式
典
を
開
催
し
、
市
勢
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
百
十
一
人
、
七
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

藤
木
啓
二

商店街の活性化を中
心とした本市のまち
づくりに積極的に取
り組み、地域商業の
発展に大きく貢献し
ました。

秋田公立美術工芸短
期大学の第２代学長
として、本市高等教
育の向上と発展に大
きく貢献しました。

功
労
者
表
彰

市の木・けやき

石
川
好よ

し
み

●
鈴
木
松
之
助(

仁
井
田)

●
半
田
巖(

新
屋)

●
畑
中
明(

飯
島)

●
伊
藤
甚
一(

八
橋)

●
�
橋
兼
治(

茨
島)

●
高
泉
千
代(

飯
島)

●
保
坂
久
隆(

土
崎
港)

●
長
谷
川
功(

御
所
野)

●
小
武
海
西
子(

楢
山)

●
今
井
節
子(
保
戸
野)

●
長
谷
川
肇(
大
町)

●
田
宮
鉄
男(

旭
南)

●
田
中
博(

旭
南)

●
五
十
嵐
知(

旭
南)

●
芳
谷
輝
雄(

新
藤
田)

●
石
塚
忠
伍(

新
藤
田)

●
岡
崎
三
郎(

柳
田)

●
大
井
光
弘(

東
通)

●
山
平
啓
七(

手
形)

●
細
川
護(

土
崎
港)

●
塩
谷
春
雄(

土
崎
港)

●
藤
林
惇(

土
崎
港)

●
品
田
福
男(

土
崎
港)

●
貝
田
健
司(

土
崎
港)

●
吉
田
幸
雄(

土
崎
港)

●
米
田
次
男(

土
崎
港)

●
田
口
徳
志(

太
平)

●
佐
藤
正
秀(

外
旭
川)

●
本
間
金
勝(

飯
島)

●
田
村
實(

飯
島)

●
長
谷
川
重
次
郎(

下
新
城)

●
五
十
嵐
徹(

豊
岩)

●
福
地
芳
郎(

仁
井
田)

●
橋
本
久
夫(

仁
井
田)

●
小
野
勇
一(

下
浜)

●
佐
々
木
勇
幸(

金
足)

●
赤
木
信
久(

寺
内)

●
中
川
�(

牛
島)

●
平
野
貢
則(

牛
島)

●
児
玉
金
悦(

御
所
野)

●
藤
原
正
俊(

河
辺)

●
齊
藤
好
司(

河
辺)

●
早
川
昭
良(

河
辺)

●
片
桐
登
司
夫(

雄
和)

●
打
矢
廣
雄(

雄
和)

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

●
旭
川
親
子
読
書
会

●
ば
っ
け
の
会

●
い
ち
ご
の
会

税
財
政

交
通
安
全

社
会
福
祉

(

納
税
貯
蓄
組
合
長)

(

交
通
指
導
隊
員)

一
般
表
彰
敬
称
略

自
治
振
興

(

町
内
会
長)

さ
ん(

豊
岩)

さ
ん(

泉)

さ
ん(

東
京
都
中
野
区)

さ
ん(

保
戸
野)



【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
】

●
佐
藤
鉄
男(
高
陽)

●
渡
部
忠
夫(
茨
島)

●
平
野
井
和
子(

広
面)

●
田
堰
庄
一(

御
所
野)

●
横
山
秀
男(

新
屋)

●
吉
田
久
夫(

港
北)

●
中
村
恵
子(

仁
井
田)

●
渡
部
京(

手
形)

●
金
ユ
リ(

河
辺)

●
加
賀
屋
槇
子(

河
辺)

●
山
田
聰
子(

上
新
城)

●
今
野
和
久
子(

浜
田)

●
佐
々
木
重
政(

河
辺)

●
伊
藤
ミ
オ
子(

雄
和)

●
柴
田
紀
子(

飯
島)

●
京
極
タ
キ
子(

雄
和)

●
山
口
邦
子(

東
通)

●
坂
口
悦
子(

仁
井
田)

●
三
浦
喜
美
子(

川
尻)

●
長
谷
川
洋
子(

山
王)

●
�
山
千
鶴
子(
外
旭
川)

●
山
本
健
一(

東
通)

●
打
矢
利
雄(

雄
和)

●
富
樫
明
子(

寺
内)

●
水
澤
富
貴
子(

金
足)

●
山
内
和
子(

雄
和)

●
下
田
慈
子(

御
野
場)

●
佐
藤
鈴
子(

金
足)

●
渡
辺
洋
子(

保
戸
野)

●
渡
邉
栄
子(

新
屋)

●
武
藤
隆
昌(

寺
内)

●
前
沢
恵
子(

東
通)

●
石
塚
恵
美
子(

下
北
手)

●
伊
藤
妙
子(

川
尻)

●
岩
谷
文
子(

八
橋)

●
大
友
敏
子(

下
浜)

●
佐
藤
美
智
子(

上
北
手)

●
辻
匡
人(

上
新
城)

●
大
山
純
吉(

泉)

●
中
村
南
海
子(

旭
南)

●
熊
谷
か
よ(

上
北
手)

●
渡
辺
多
恵
子(

太
平)

●
佐
藤
泰
子(

雄
和)

●
佐
藤
勇
一(

河
辺)

【
障
害
福
祉
】

●
秋
田
市
地
域
家
族
会

秋
田
け
や
き
会

●
猿
田
正
吉(

豊
岩)

●
岩
崎
良
橘(

四
ツ
小
屋)

【
商
業
振
興
】

●
斉
藤
善
勇(

仁
井
田)

●
佐
川
光
男(

土
崎
港)

●
越
中
谷
永
吉(

土
崎
港)

●
藤
原
英
悦(

土
崎
港)

●
松
本
繁
男(

東
通)

●
小
笠
原
憲
一(

牛
島)

【
工
業
振
興
】

●
萩
原
易
雄(

大
町)

【
農
業
振
興
】

●
上
新
城
耕
壌
会

【
山
林
看
守
人
】

●
三
浦
正
成(

金
足)

●
安
西
眞
希
子(

飯
島)

●
沖
田
カ
ヨ(

飯
島)

●
大
谷
如
子(

広
面)

●
糟
谷
開
子(

泉)

●
小
松
友
子(

大
住)

●
高
橋
テ
イ(

泉)

●
横
山
喜
代
子(

新
屋)

【
防
火
思
想
普
及
】

●
佐
々
木
和
彦(

土
崎
港)

【
自
主
防
災
組
織
】

●
高
陽
青
柳
町

第
二
町
内
会
防
災
会

●
飯
島
駅
前
防
災
会

市役所２階の文書法規課、市内各書店(取り扱い店は文書法規
課へお問い合わせくださいtel(866)2008)でどうぞ。
送付希望のかた…書籍を受取人払いで送ります。代金を現金書
留郵便で、〒010-8560秋田市山王一丁目１-１ 文書法規課へ。

旧石器時代から現代まで、全ページ
にわたり豊富なカラー写真と図表を使
い、秋田市の歴史を解説しています。
写真を見るだけでも市の歴史が分かる
１冊です。250㌻、2,000円。

文書法規課tel(866)2008

お求めはこちら

大森山動物園

千秋美術館

赤れんが郷土館　

民俗芸能伝承館　

旧金子家住宅

佐竹史料館

久保田城御隅櫓

旧黒澤家住宅

河辺農林漁業資料館

市の記念日に次の施設を無料開放します。どうぞご利用ください。

７月８日
の入館料

大人500円→250円
中・高校生400円→200円
小学生以下300円→150円
(３歳未満は無料)

７月８日(日)は
ザ・ブーンの入館料 額！

７月12日は
市の施設を
無料開放！

レストランで限定メニューを販売するほか、プールでは下記
のイベント(無料)を開催。クアドームザ・ブーンtel(827)2301

★サッカーシュートに挑戦！　午後２時～。先着100人。
プールに浮いたサッカーゴールにボールをシュート！

★かき氷早食い競争　午前11時～。先着50人。

社
会
福
祉

環
境
保
全

(

不
法
投
棄
監
視
員)

産
業
振
興

消
防
・
防
災

教
育
・
文
化

(

児
童
育
成
ク
ラ
ブ
世
話
人)

tel(828)5508

tel(836)7860

tel(864)6851

tel(866)7091

tel(866)7091

tel(832)7892

tel(832)1298

tel(831)0285

tel(883)2638

午前９時～午後４時30分
(入園は４時まで)

午前10時～午後６時
(入館は５時30分まで)

午前９時30分～午後４時30分

午前９時30分～午後４時30分　

午前９時30分～午後４時30分

午前９時～午後４時30分　

午前９時～午後４時30分

午前９時30分～午後４時30分

午前９時～午後５時

施設名　　　　　　　　開館時間　　　　　　　 電話番号

「アートの散歩道～日本画編」を
開催中の千秋美術館では、12日
先着100人に色紙をプレゼント

半

開館時間 午前10時～午後８時

図説秋田市の歴史
見て楽しめる歴史の本です！

広報あきた ７月６日号05


